の だ。 

「全部、 やめる つもり、 …… 」 大男の 文士 は 口 を ゆが 

めて 苦笑し、 「それ は 結構 だが、 いったい、 お前に は、 

女が 幾人 あるんだ い？」 

変心 (二) 

田 島 は、 泣きべ その 顔になる。 思えば、 思う ほど、 

自分 ひとりの 力で は、 到底、 処理の 仕様が無い。 金で 

すむ 事なら、 わけない けれども、 女た ちが、 それだけ 

で 引下る ように も 思えな い。 



何せ、 これ は、 お前に とって 重大問題だろう からな。 

二人で、 対策 を 研究して みょうじ やない かご 

文士 は、 その 日、 退屈して いた ものと 見えて、 なか 

なか 田 島 を 放さぬ。 

「いいえ、 もう、 僕 ひとりで、 何とか、 ：：： 」 

「いや、 いや、 お前 ひとりで は 解決で きない。 まさか、 

お前、 死ぬ 気じゃないだろう な。 実に、 心配に なって 

来た。 女に 惚れられて、 死ぬ というの は、 これ は 悲劇 

じ やない、 喜劇 だ。 いや、 ファ ー ス (茶番) という も 

こっけい きわみ 

の だ。 滑稽の 極 だね。 誰も 同情し やしない。 死ぬ の 

はやめた ほうがよ い。 うむ、 名案。 すごい 美人 を、 ど 



こから か 見つけて 来て ね、 その ひとに 事情 を 話し、 お 

前の 女房と いう 形に なって もらって、 それ を 連れて、 

お前の その 女た ち 一人々々 を 歴訪す る。 効果て きめん 

女た ち は、 皆 だまって 引下る。 どう だ、 やって みない 

かご 

おぼれる 者の ワラ。 田 島 は 少し 気が 動いた。 

行進 (一) 

田 島 は、 やって みる 気になった。 しかし、 ここに も 

難関が ある。 



ひけつ 

「秘訣」 をさず けられ、 何のば からしい と 内心 一 応は 

反撥して みた ものの、 しかし、 自分に も、 ちっとも 名 

案ら しい もの は 浮ばない。 

まず、 試みよ。 ひょっとしたら どこかの 人生の 片す 

みに、 そんなす ごい 美人が ころがつ ている かも 知れな 

い。 眼鏡の 奥の かれの 眼 は、 にわかに キヨ 口 キヨ 口い 

やらし く 動き はじめる。 

ダンス .ホ —ル。 喫茶店。 待合。 いない、 いない。 

醜くて すごい ものば かり。 オフィス、 デバ ー ト、 工場、 

映画館、 はだか レヴ ユウ。 いる はずが 無い。 女子大の 

かき 

校庭の あさましい 垣 のぞき をしたり、 ミス 何とかの 美 



「ええつ と、 どなただった かな？」 

「あら、 いや だ ご 

力 I りす こ- M; 

声が 悪い。 鴉 声と いう やつ だ。 

「 へ え？」 

と 見直した。 まさに、 お 見 それ 申した わけであった _ 

彼 は、 その 女 を 知っていた。 闇屋、 いや、 かつぎ 屋 

である。 彼 はこの 女と、 ほんの 二、 三度、 闇の 物資の 

取引き をした 事が ある だけ だが、 しかし、 この 女の 鴉 

声と、 それから、 おどろくべき 怪力に 依って、 この 女 

を 記憶して いる。 やせた 女で は あるが、 十 貫 は 楽に 背 

負う。 さかなく さくて、 ドロ ドロの もの を 着て、 モン 



行進 (二) 

まご いしょう 

馬子に も 衣裳と いうが、 ことに 女 は、 その 装い 一 つ 

で、 何が 何やら わけの わからぬ くらいに 変る。 元来、 

化け物な のか も 知れない。 しかし、 この 女 (永 井 キヌ 

子と いう) のように、 こんなに 見事に 変身で きる 女 も 

珍ら しい。 

「さて は、 相当た め 込んだ ね。 いやに、 りゅうと して 

る じ やない かご 

「あら、 いや だ ご 



どうも、 声が 悪い。 高貴 性 も 何も、 一 べんに 吹き飛 

、、ヽ o 

「君に、 たのみたい 事が あるの だが ね ご 

「あなた は、 ケチで 値切って ばかりい るから、 …… 」 

「いや、 商売の 話 じ やない。 ぼく はもう、 そろそろ 足 

を 洗う つもりで いるんだ。 君 は、 まだ 相 変らず、 かつ 

いでいる のか ご 

「あたりまえよ。 かつが なきやお まん まが 食べられ ま 

せんから ね ご 

言う ことが、 いちいち ゲス である。 

「でも、 そんな 身なりで も 無い じ やない かご 



「そり や、 女性です もの。 たまに は、 着飾って 映画 も 

見たい わご 

「きょうは、 映画 か？」 

「そう。 もう 見て 来たの。 あれ、 何てい つた かしら、 

ァシク リゲ、 …… 」 

ひざく りげ 

「膝 栗毛だろう。 ひとりで かい？」 

「あら、 いや だ。 男なん て、 おかしく つて ご 

「そこ を 見込んで、 頼みが あるんだ。 一 時間、 いや、 

三十 分で いい、 顔 を 貸して くれ ご 

「ヽヽ \H3?. | 

- レ レ 3Br 」 

「君に 損 はかけ ない ご 



ない のか、 ほとんど 彼の 物語りに は 興味 を 覚えぬ 様子 

であった。 

「引受けて くれる ね？」 

「バカ だ わ、 あなた は。 まるでな つて やしない じ やな 

いの ご 

行進 (三) 

え い ほう 

田 島 は 敵の 意外の 鋭鋒に たじろぎながら も、 

「そうさ、 全くな つて やしないから、 君に こうして 頼 

むんだ。 往生して いるんだ よご 



「いや、 もういいだろう。 ここの 店 は、 あまり 安くな 

いんだよ。 君 は、 いつも、 こんなに たくさん 食べる の 

かね。」 

「じょう だんじ やない。 ひとの ごちそうになる 時 だけ 

よご 

「それじゃね、 これから、 いくらでも 君に 食べさせる 

から、 ぼくの 頼み 事 も 聞いて くれ ご 

「でも、 私の 仕事 を 休まなければ ならな いんだから、 

損よ ご 

「それ は 別に 支払う。 君の れいの 商売で、 儲ける ぶん 

くらい は、 その 都 S きちんと 支払う ご 



「心配す るな。 ぼく だって、 いま 一生懸命 なんだ。 こ 

れが 失敗したら、 身の 破滅 さ ご 

「フク ス ィの陣 つて、 とこね ご 

「フク スィ？ バカ 野郎、 ハイス ィ (背 水) の陣 だよ ご 

「あら、 そう？」 

けろ リと している。 田 島 は、 いよいよ、 にがにがし 

くなる ばかり。 しかし、 美しい。 りんと して、 この 世 

の ものと も 思えぬ 気品が ある。 

さしみ 

トン カツ。 鶏の コロッケ。 マ グロの 刺身。 イカの 剌 

し な くしゃき 

身。 支那 そば。 ゥ ナギ。 よせなべ。 牛の 串 焼。 にぎり 

ずしの 盛 合せ。 海老 サラダ。 イチ ゴ ミルク。 



その上、 キン トン を 所望と は。 まさか 女 は 誰でも、 

こんなに 食うまい。 いや、 それとも？ 

行進 (四) 

キヌ子の アバ— トは、 世 田 谷 方面に あって、 朝 はれ 

いの、 かつぎの 商売に 出る ので、 午後 二 時 以後なら、 

たいてい ひま だとい う。 田 島 は、 そこへ、 一週間に い 

ち どくら い、 みなの 都合の いいような 日に、 電話 を か 

けて 連絡 をして、 そうして どこかで 落ち合せ、 二人 そ 

ろ つ て 別離の 相手の 女のと ころへ 向って 行進す る こと 



青木さん は、 キヌ子に 白い 肩掛け を 当て、 キヌ子の 

髪 をと き はじめ、 その 眼に は、 涙が、 いまにも あふれ 

出る ほど 一 ぱい。 

キヌ子 は 平然。 

かえって、 田 島 は 席 を はずした。 

行進 (五) 

セットの 終った ころ、 田 島 は、 そっと また 美容 室に 

はいって 来て、 一 すん くらいの 厚さの 紙幣の たば を、 

うわぎ 

美容師の 白い 上衣の ポケットに 滑り こませ、 ほとんど 



祈る ような 気持で、 

「グッド • バイ ご 

とさ さやき、 その 声が 自分で も 意外に 思 つ たくらい、 

いたわる ような、 あやまる ような、 優しい、 哀調に 似 

たもの を 帯びて いた。 

キヌ子 は 無言で 立 上る。 青木さん も 無言で、 キヌ子 

のスカ —， ^など 直して やる。 田 島 は、 一 足さき に 外に 

飛び出す。 

ああ、 別離 は、 くるしい。 

キヌ子 は 無表情で、 あとから やって来て、 

「そんなに、 うまく も 無い じ やない の ご 



彼 自身 はまる で 勘定な どに 無関心の ような、 おうよう 

の 態度 を 装う ので ある。 しかし、 いままで、 どの 女 も、 

彼に 無断で 勝手な 買い物な ど はしな か つ た。 

けれども 、おそれいり まめ 女史 は、 平気で それ を や つ 

た 。デバ ー トに は、 いくらでも 高価な ものが ある。 

堂々 と、 ためらわず、 いわゆる 高級品 を 選び出し、 し 

かも、 それ は 不思議な くらい 優雅で、 趣味の よい 品物 

ばかりで ある。 

「いい加減に、 やめて くれね え かな あご 

r ケチ ねえ ご 

「これから、 また 问か、 食 うんだろう？」 



田 島 は、 ため 息をつく ばかり。 

怪力 二) 

しかし、 田 島 だって、 もともとた だもので は 無い の 

やみし ようば い 

である。 闇 商売の 手伝い をして、 一挙に 数十 万 は 楽 

にもう ける という、 いわば 目から 鼻に 抜ける ほどの 才 

物であった。 

キヌ子に さんざん ムダ 使いされ て、 黙って 海容の 美 

徳を 示して いるなん て、 とても そんな 事の 出来る 性格 

ではなかった。 何 か、 それ 相当のお 返し をいた だかな 



い 求め、 腹が へ つたら キヌ子に 何 か おごらせて やろう 

という 下心、 そうして ゥ イス キイ を がぶがぶ 飲んで、 

酔いつ ぶれた 振り をして 寝て しまえば、 あと は、 こつ 

ちの もの だ。 だいいち、 ひどく 安上りで ある。 部屋代 

も^らない。 

女に 対して 常に 自信 満々 の 田 島と もあろう 者が、 こ 

んな 乱暴な 恥知らずの、 ェゲッ ない 攻略の 仕方 を 考え 

つくと は、 よつ ぼ ど、 かれ、 どうかし ている。 あまり 

に、 キヌ子に むだ 使いされ たので、 狂うよう な 気持に 

なって いるの かも 知れない。 色慾の つつしむべき も、 

さる 事ながら、 人間 あんまり 金銭に 意地 汚く こだわり、 



モト を 取る 事ば かり あせって いても、 これ もまた、 結 

果 がどう もよ くないよ うだ。 

田 島 は、 キヌ子 を 憎む あまりに、 ほとんど 人間ば な 

れ のした ケチな 卑しい 計画 を 立て、 果して、 死ぬ ほど 

の 大難に 逢う に 到った。 

夕方、 田 島 は、 世 田 谷の キヌ子の アバ— トを 捜し 当 

てた。 古い 木造の 陰気く さい 二階建の アバ— ト である。 

キヌ子の 部屋 は、 階段 をの ぼって すぐ 突 当りに あった。 

ノックす る。 

「だれ？」 

か らす一 J え 

中から、 れいの 鴉 声。 



あの 乞食 姿、 ドロ ドロに よごれた モン ぺを はき、 まつ 

たく、 男 か 女 か、 わからな いような 感じ。 

部屋の 壁に は、 無尽会社の 宣伝 ポスタ—、 たった 一 

枚、 他に は どこ を 見ても 装飾ら しい ものがない。 力— 

テン さえ 無い。 これが、 二十 五、 六の 娘の 部屋 か。 小 

さ い 電球が 一 つ 暗く ともって、 ただ 荒涼。 

怪力 (二) 

「あそびに 来たの だけどね、」 と 田 島 は、 むしろ 恐怖に 

おそわれ、 キヌ子 同様の 鴉 声に なり、 「でも、 また 出直 



して 来ても いいんだ よ。」 

「何 か、 こんたんが あるんだ わ。 むだに は 歩かない ひ 

となんだ から ご 

「いや、 きょうは、 本当に、 …… 」 

「もっと、 さっぱりなさい よ。 あなた、 少し ニヤ ケ過 

ぎて よご 

それにしても、 ひどい 部屋 だ。 

ここで、 あの ウイ ス キイ を 飲まなければ ならぬ のか _ 

ああ、 もっと 安い ウイ ス キイ を 買って 来るべき であつ 

た。 

「ニヤ ケて いるん じ やない。 キ レイと いう ものなん だ 



「バカ 野郎、 いい加減 にしろ ご 

「ケチ ねえ、 一 ハラ 気前よ く 買いなさい。 鰹節 を 半 

分に 切って 買う みたい。 ケチ ねえ ご 

「よし、 一 ハラ 買う ご 

さすが、 ニヤ ケ 男の 田 島 も、 ここに 到って、 しんか 

ら 怒り、 

「そら、 一枚、 二 枚、 三枚、 四 枚。 これでい いだろう _ 

手 を ひっこめろ。 君みたい な 恥知らず を 産んだ 親の 顔 

が 見たい や ご 

「私 も 見たい わ。 そうして、 ぶって やりたい わ。 捨て 

り や、 ネギ でも、 しおれて 枯れる、 つて さ ご 



「なんだ、 身の上 話 はつ まらん。 コップ を 借して くれ。 

これから、 ゥ イス キイと カラス ミだ。 うん、 ピィ ナツ 

も ある。 これ は、 君に あげる ご 

怪力 (三) 

田 島 は、 ゥ イス キイ を 大きい コップで、 ぐい、 ぐい、 

と 二 挙動で 飲み ほす。 きょうこ そ は、 何とかして キヌ 

子に おごらせて やろうと いう 下心で 来たのに、 逆にい 

わ ゆる 「本場 もの」 の おそろしく 高い カラス ミを 買わ 

され、 しかも、 キヌ子 は 惜しげ も 無く その 一 ハラの 力 



「くさい 仲、 という もの さね。」 

酔う につれ て、 荒涼たる 部屋の 有様 も、 また キヌ子 

の 乞食の 如き 姿 も、 あまり 気になら なくなり、 ひとつ 

これ は、 当初の あの プラン を 実行して 見ようかと いう 

悪心が むら むら 起る。 

r ケン 力す る ほど 深い 仲、 つてね ご 

と はまた、 下手な 口説きよう。 しかし、 男 は、 こん 

な 場合、 たとい 大人物、 大学 者と 言われて いる ほどの 

ひとで も、 かくの 如き ァホ— らしい 口説き 方 をして、 

しかも 案外に 成功して いるもの である。 



怪力 (四) 

「ピアノが 聞え るね ご 

彼 は、 いよいよ キ ザになる。 眼 を 細めて、 遠くの ラ 

ジォに 耳 を 傾ける。 

「あなたに も 音楽が わかる の？ 音痴み たいな 顔 をし 

ている けど ご 

「ばか、 僕の 音楽 通 を 知らん な、 君 は。 名曲なら ば、 

一 日 一 ばいでも 聞いて いたい ご 

「あの 曲 は、 何？」 

「ショパン ご 



に はらわたの 煮えく リ かえるの を 覚えつつ、 彼 は キヌ 

子から 恵まれた 赤い テ— プで、 眼鏡 をつ くろい、 その 

赤い テ— プを 両耳に かけ、 

「ありがとう！」 

ャケ みたい にわめ いて、 階段 を 降り、 途中、 階段 を 

踏み はずして、 また、 ぎ やっと 言った。 

コ —ルド- ゥォ— 二) 

田 島 は、 しかし、 永 井 キヌ子に 投じた 資本が、 惜し 

くて ならぬ。 こんな、 割の 合わぬ 商売 をした 事が 無い。 



何とかして、 彼女 を 利用し 活用し、 モト を とらな けれ 

ば、 ゥソ だ。 しかし、 あの 怪力、 あの 大食い、 あの 強 

慾。 

あたたか になり、 さまざまの 花が 咲き はじめた が、 

田 島 ひとり は、 頗る 憂鬱。 あの 大 失敗の 夜から、 四、 

五日 経ち、 眼鏡 も 新調し、 頰の はれ も 引いて から、 彼 

は、 とにかく キヌ子の アバ— トに 電話 を かけた。 ひと 

つ、 思想 戦に 訴えて 見ようと 考えた ので ある。 

「もし、 もし。 田 島です がね、 こないだ は、 酔つ ぱら 

ハ すぎて、 あは はは は。 - 

「女が ひとりで いると ね、 いろんな 事が ある わ。 気に 



思想 戦に わかに 変じて 金の 話に なった。 

「ごちそうが、 つくの？」 

「いや、 そこ を、 たすけて 下さい。 僕 もこの 頃 どうも 

収入が 少く てね ご 

「一本 (一 万円の こと) でな くち や、 いや ご 

「それじゃ、 五 千円。 そうして 下さい。 これ は、 道徳 

の 問題です からね ご 

「おしっこが 出たい のよ。 もう、 かんにんして ご 

「五 千円で、 たのみます ご 

「ばかね え、 あなた は ご 

くつくつ 笑う 声が 聞え る。 承知の 気配 だ。 



コ —ルド. ゥォ ー (二) 

こうな つたら、 とにかく、 キヌ子 を 最大限に 利用し 

活用し、 一 日 五 千円 を 与える 他 は、 パン 一 かけら、 水 

きょ ラ ぢ う 

一 ぱい も 饗応せ ず、 思い切り 酷使し なければ、 損 だ。 

温情 は 犬の 禁物、 わが 身の 破滅。 

キヌ子に 殴られ、 ぎ やっとい う 奇妙な 悲鳴 を 挙げて 

も、 田 島 は、 しかし、 その キヌ子の 怪力 を 逆に 利用す 

すべ 

る 術 を 発見した。 

彼の いわゆる 愛人た ちの 中の ひとりに、 水原ケ イ子 



子 を どこかへ 引っぱり 出そうと して、 その ァパ ） ^に 

電話 を かけたら、 いけない、 

「自分 は、 ケ イ子の 兄であります がご 

という、 いかにも 力の ありそうな 男の 強い 声。 はた 

して、 いたの だ。 

「雑誌 社の ものです けど、 水 原 先生に、 ちょっと、 画 

の 相談、 …… 」 

語尾が 震えて いる。 

「ダメ です。 風邪をひいて 寝て います。 仕事 は、 当分 

ダメ でしよう ご 

運が悪い。 ケ イ子 を 引っぱり 出す 事 は、 まず 不可能 



井 キヌ子の 怪力の かげに 隠れる といい。 

まさに 百パ ー セントの 利用、 活用で ある。 

「いい かい？ たぶん 大丈夫 だと 思う けどね、 そこに 

乱暴な 男が ひとりい てね、 もし そいつが 腕 を 振り上げ 

たら、 君 は 軽く こう、 取りお さえて 下さい。 な あに、 

弱い やつらし いんです がね ご 

彼 は、 めっきり キヌ子に、 ていねいな 言葉で もの を 

言うよう にな つていた。 

(未完) 
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